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関東地方整備局の取組と
サポート体制

あい・しぃ・てぃ
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１．小規模土工に適用した

簡易型ＩＣＴ活用工事を
実施してみましょう
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Ｒ２追加 簡易型ＩＣＴ活用工事

○ＩＣＴ土工の施工者希望Ⅱ型において、②3次元設計データ作成、④3次元出来形管理等の施工管理及び⑤3次
元データの納品での活用は必須とする。
○①起工測量で、ＩＣＴを用いた起工測量または従来手法による起工測量が選択出来る。
○③建設機械による施工で、ＩＣＴ建設機械による施工または従来型建設機械による施工が選択出来る。

○工事成績で加点・各段階で経費を変更計上

②3次元設計
データ作成

③ICT建設機械
による施工

【通常のICT施工】

ICT活用必須実施項目 選択項目

※面管理、断面管理のいずれも選択可
※ただし経費に計上するのは面管理を行った場合のみ
※活用部分を基準に則り納品

①3次元起工
測量

②3次元設計
データ作成

⑤3次元デー
タの納品

④3次元出来形管
理等の施工管理

③ICT建設機械
による施工

○ＩＣＴ土工の発注者指定型、施工者希望Ⅰ型において、原則 ①３次元起工測量から⑤３次元データの納品まで
全ての段階で活用するものとする。
○工事成績で加点・経費を変更計上

①3次元起工
測量

・見積徴収 ・見積徴収 ・共通仮設費・現場管理費を補正
・市場単価等を
踏まえ計上

＜各段階の積算方法＞

【部分的なＩＣＴ活用による施工】

⑤3次元デー
タの納品

④3次元出来形管
理等の施工管理
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第○○条 ＩＣＴ活用工事について

１．ＩＣＴ活用工事
本工事は、・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ＩＣＴ活用工事の対象工事である。

２．定義
（１）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
（２）ＩＣＴ活用工事とは、・・・・・・・・・・・次の①～⑤の全ての段階でＩＣＴ施工技術を活
用することをＩＣＴ活用施工という。また「ＩＣＴ土工」という略称を用いる。

対象は、土工を含む工事とする。
①３次元起工測量
②３次元設計データ作成
③ ＩＣＴ建設機械による施工
④３次元出来形管理等の施工管理
⑤３次元データの納品

３．受注者は、・・・・・・・・・・・・・・・・・・
４．ＩＣＴ活用工事のうち、上記①、③については、受注者の希望により実施を選択し、
②、④及び⑤を必須として実施した工事を「簡易型ＩＣＴ活用工事」とする。

施工者希望Ⅱ型 簡易型ICT活用工事の特記仕様書の記載例

このように記載されているのが、簡易型ICT活用工事です。
具体的な実施方法は、「簡易型ICT活用工事の解説」をお読みください。

ダウンロード https://www.ktr.mlit.go.jp/ktr_content/content/000790751.pdf
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簡易型ICT活用工事の解説
令和2年度から、施工者希望Ⅱ型（土工）に簡易型ICT活用工事が適用されました。

これは、小規模土工において経費の嵩むレーザースキャナやICT建機を用いなくても、断面管
理又は面管理で実施可能なICT活用工事です。

現在お持ちのトータルステーションとパソコンに、市販の出来形管理ソフトを導入した、ICT活用
工事の断面管理と面管理について、代表例を解説をいたします。

注意： 関東地方整備局の工事成績評定では１点の加点です。
レーザースキャナやドローンを用いた写真測量技術は用いないため経費については、変更契約の対象とはなりません。

②3次元設計
データ作成

③ICT建設機械に
よる施工

①3次元起工測
量

⑤3次元データ
の納品

④3次元出来形管
理等の施工管理

②、④、⑤は必修で実施します。（①、③は選択式で実施します）

②3次元設計データ作成
④3次元出来高管理等の施工管理
⑤3次元データの納品

①3次元起工測量
②3次元設計データ作成
④3次元出来高管理等の施工管理
⑤3次元データの納品

基本的な断面管理での計測 基本に①を追加した面管理での計測
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① 簡易型ＩＣＴ活用工事をＴＳで断面管理を実施

簡易型ＩＣＴ活用工事（土工）は以下の②、④、⑤項目を実施すれば、ICT活用工事
となります。

ここではTSを用いて、断面管理での計測を解説します。

手順１ 準備するもの

発注図を準備します
平面図
縦断図
横断図

②3次元設計
データ作成

③ICT建設機械に
よる施工

①3次元起工測
量

⑤3次元データ
の納品

④3次元出来形管
理等の施工管理

トータルステーション
３級以上
１２ヶ月以内の検定済

パソコン（データ量が多くなければ、
一般的なスペックで可能です）

ソフト（以下のソフトが、セット販売されて
おります）

出来形管理用ＴＳソフトウェア
基本設計データ作成
出来形計測管理
出来形帳票作成

適用基準 ＴＳ等光波方式を用いた出来形管理要領（土工編）(案）
土木工事施工管理基準及び規格値（案）

平面図

断面図

縦断図
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手順２ 基本設計データを作成 （②3次元設計データ作成）

手順３ ＴＳで計測 （④3次元出来形管理等の施工管理）

A点（X,Y,Z）

B点（X,Y,Z）C点（X,Y,Z）

D点（X,Y,Z）

E点（X,Y,Z）

F点（X,Y,Z）

G点（X,Y,Z）

H点（X,Y,Z）

発注図を基にパソコンでソフトウェアを用い
て、基本設計データを作成します

データが完成したら、出来形管理用ソフト
ウェアでＴＳに読み込みます

ＴＳで、土木工事施工管理基準及び規格値
（案）に従い計測します。

・ 断面管理で計測
・ 工事基準点上又は後方交会法により
ＴＳを設置

・ 各点の計測

① 簡易型ＩＣＴ活用工事をＴＳで断面管理を実施
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手順５ 計測結果の提出 （⑤3次元データの納品）

施工管理データ （XMLファイル）

・出来形計測データ （XMLファイル）

・基本設計データ （ＸＭＬファイル）

3次元データの納品は以下に従い作成します。

手順４ 帳票の作成

ＴＳで計測したデータを出来形帳票作成ソフト
ウェアを用いて、パソコンに取り込みます

各帳票を出力します。

① 簡易型ＩＣＴ活用工事をＴＳで断面管理を実施
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２．ＩＣＴ活用工事

困った時は相談
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ＩＣＴ施工のコミニケーション向上 新たな取り組み

○ＩＣＴメールセンターの設置 何時でも
・ＩＣＴ施工に関連する疑問や相談について、技術者や発注担当者が専門的に回答
する窓口を設置。
・回答した内容は、Ｑ＆Ａ集として公開致します。

○ＩＣＴアドバイザー制度の導入 誰でも
・ＩＣＴに関する機器、機械、ソフト、施工についてアドバイスが可能な技術者を対象
に公募します。
・名簿をホームページに公開し、施工者が自由に問い合わせできます。
・ＩＣＴ活用の各段階について、施工者の必要な時にアドバイスを受けられます。

○施工者希望Ⅱ型（３Ｄチャレンジ型（試行））を継続 初めてでも
・ＩＣＴ施工に関するアドバイスが無料で受けられます。
・着工前であれば３Ｄチャレンジを取り止めることも可能です。
・着工後の工事につても、起工測量実施前であれば、技術支援を希望することが出来ます。
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・施工者
工事担当者
ＩＣＴ担当者

アドバイザー

技術相談
講師依頼

アドバイス・講師

ＩＣＴアドバイザー名簿を公表

閲覧・選定

・発注者
国・地方自治体

ＩＣＴ能力区分

○ＩＣＴアドバイザーの公募

ＩＣＴアドバイザー名簿から技術内
容に合わせて支援者の選定を行う。

ＩＣＴ施工関係に熟練した技術者の「ＩＣＴアドバイザー」から、必要な時に実践的な支援等を受ける
ことが出来る。

活動の報告
をいただく。

ＩＣＴ施工が初めての施工者
には、施工全般の支援から、
ＩＣＴ施工の既施工者への
具体的なＩＣＴ機器、施工方
法、出来形管理について支
援を受けられる。

発注担当者が、施工に関
する質問や研修を受けられ
る。

認定

報告書

基本無料。ただし費用等が発生
した場合は、依頼者とアドバイ
ザー間で解決する。

開始
連絡

依頼時に
メールで共有

ＩＣＴアドバイザー
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ＩＣＴメールセンター

ＩＣＴ施工の種類
全般
ＩＣＴ土工
ＩＣＴ舗装工
ＩＣＴ浚渫工
ＩＣＴ地盤改良工
ＩＣＴ舗装工（修繕工）
その他の工種

内容の種類
ICT施工
全般・運用
出来形管理要領
積算基準
公告・入札関係
GNSS締固め管理
その他

問合せ項目の種類

<注意事項>
・すべての欄にご記入ください
・フリーメールアドレスはご遠慮ください。
・お問い合わせ内容項目を選んでください。

　　お名前※

　　会社名※

　　メールアドレス※

・お問い合わせ内容

　　お問い合わせの項目

ICT施工種類※

内容の種類※

　　お問い合わせの内容※

※必須入力事項

ＩＣＴメールセンター

ICT施工に関する質問

関東地方整備局が受信

回答作成

質問者へ回答

Ｑ&Ａ集の作成

Ｑ&Ａ集の公開

ICT施工に関する質問について、どなた様もご利用に
なれます。
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３Ｄチャレンジ
あい・しぃ・てぃ

施工者希望Ⅱ型（３Ｄチャレンジ型（試行））

対象工事（特記仕様書に記載されています）で、初めてＩＣＴ活用工事を実施する工事
受注者に、技術支援を行います。

ＩＣＴ施工に関する相談やアドバイスが、無料で受けられます

現地特有の、ＩＣＴ施工条件や導入環境
導入機器やソフト選定
施工・出来形管理・納品での疑問や相談

対象工事で希望する場合は、発注担当者に
申請してください。

相談の結果、ＩＣＴ施工の導入を
見送ることも可能です。
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３Ｄチャレンジ型（試行）契約から工事完成までの技術支援内容

◎現地踏査、打ち合わせ

・現況地形、周辺環境、支障物の
有無等の確認

・発注者・受注者合同の打ち合わ
せによる施工条件、制約等の諸条
件や受注者の意見、ニーズを把握

◎施工計画書作成支援
・現地踏査、打ち合わせを元にICT
導入活用方針（案）の修正
・ICT活用工事の施工計画書ひな
形等の資料提供

技術支援
希望

ステップ１：現場条件の整理
◎発注図書の確認・整理
工事概要、施工現場条件確認・整理

ステップ２：類似事例の提示
◎類似条件での活用事例の提示
過去の類似条件でのICT活用事例を提
示し、ICT活用のポイントや利用機器・シ
ステムの運用方法を紹介。

ステップ３：起工測量・出来形計測技術
ステップ４：導入するICT建機と活用方法
◎ICT導入活用方針（案）の作成
発注図書、現場条件から当該工事に適
するＩＣＴ技術の種類と適用区間を検討し、
提案。
・ICT施工範囲
・3次元起工測量手法（ＵＡＶ、TLS等）
・3次元設計データ作成方針、範囲
・ICT建機の種類、活用方法
・3次元出来形管理手法（ＵＡＶ、TLS等）
・ICT活用のメリット、デメリット

各施工段階での技術支援
各施工段階での活用方針や出来形管理要領、電子納品等
のＩＣＴ施工全般に関する疑義の質問対応（電話・メール）

●ICTレンタル会社・ソフトメーカー代理店等によ
る技術支援内容
・３次元設計データ作成ソフトの取り扱い支援
・３次元起工測量の機器（ＵＡＶ、TLS）の取り扱い指導
・ICT建設機械の操作方法説明
・３次元測量機器（ＵＡＶ、TLS）の取り扱い指導
・電子納品ソフトの操作支援
※工事受注者は、施工計画書に沿って機器の手配、運用、施工
を行う。

施
工
計
画
立
案

IC
T

施
工
範
囲
協
議
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３．Ｉｃｏｎ人材センター（仮称）

令和３年度よりＩＣＯＮ研修
をリニューアル




